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必修選択 単位 対象年次 学部 学期 曜・限

担
当
教
員

主に使用する言語

日本語

その他に使用する言語 担当形態

単独

中学校理科の教師として必要な化学の基礎知識、基本的な概念や法則、化学反応の量的関係等について学習する。授
業
の
概
要

目標1

目標2

目標3酸・塩基について理解できる。

目標4酸化・還元について理解できる。

目標5化学平衡論について理解できる。

目標6機器分析の原理とその利用方法について理解できる。

目標7

各DPへの関連度（計10）

1 2 3 4 5 6 7

○

○

○

○

6 4

○ ○

○ ○

化学の基礎知識について理解できる。

様々な濃度の定義について理解し、適切な計算が行える。

具体的な到達目標                                                                                            DP等の対応(別表参照)

目標8

目標9

目標10

授業の内容

化学の基礎知識1

濃度計算１（パーセント，密度，含有率）2

濃度計算２（モル濃度，規定度と当量）3

酸と塩基4

中和反応と濃度計算5

酸化剤と還元剤6

酸化還元反応7

化学平衡と平衡定数8

pHと緩衝溶液9

溶解平衡と溶解度積10

錯形成平衡とキレート滴定11

機器分析の基礎12

pHメーターと酸化還元電位13

吸光分析14

環境と化学15

ア
ク
テ
ィ
ブ

 A:知識の定着・確認

 B:意見の表現・交換

 C:応用志向

 D:知識の活用・創造

授業の中で、内容によってグループディスカッションを行う。

○

○
工
夫
そ
の
他
の

ラ
ー
ニ
ン
グ

授業時間外
学修の内容
と想定時間

教科書や配布資料の内容について予習を行う（20ｈ）。

準備学修

事後学修

授業で説明した内容について、課題等を中心に復習を行う（25ｈ）。

45想定時間合計

教科書
教科書は指定しない。必要に応じて資料を配布する。

参考書
高校の化学の教科書および図説



評価方法 割合
目標
1

目標
2

目標
3

目標
4

目標
5

目標
6

目標
7

授業への参加度

試験

20% ○

80% ○ ○ ○ ○ ○

成
績
評
価
の
方
法
及
び
評
価
割
合

目標
8

目標
9

目標
10

注意事項

備考

リンク
URL

○
担当教員の
実務経験の
有無

私立の中高一貫校に化学の教員として勤務。
教員の実務
経験

化学の学習を行う上で必要な基礎知識について、教員としての実務経験を踏まえて授業を行う。
実務経験を
いかした教
育内容


